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11.STUDIESOFCONFORMATIONALPROPERTIESOF

ESCHERICHIA COLIRIBOSOMESWITHTHEUSEOF

ACRIDINEORANGEASAPROBE

KazuoHORIE

TheinteractionofE.Coltvacantribosomeswithacridheorangewasstudiedtoobtain

informationsaboutconformationalstatesofrRNAinribosomes.Acridineorange(AO)binds

toanRNAintwodifferentmodes;thecooperativeoutsidebindingwithstackingofbound

AO'sandtheintercalationbetweennucleotidebases.ThenumberofthenucleotidesinrRNA

accessibletotheoutsidebindingofAOwasfoundtoreducetoabout1/4inribosomescom-

paredwith freerRNA.The161SrRNAin30･Ssubumitswasfoundabout1.4times･more

exposedthanthe23-SrRNAin50-Ssubunits.Theformationofthetight70･Sparticler(tduced

theaffinityofribosomestotheoutsidebindingofAO,suggestingthatachangeintheoverall

statesoftherRNAinribosomesoccursbytheassociationorribosomalsubunits･Thf∋Mg2+

dependenceoftheamountofAO'Soutsideboundtoribosomesinactivein 70-Sformation

wasquitedifferentfromthatofactiveribosomesbutsimilartothatoffreerRNA.

12. 核断熱消磁による3Heの冷却

政 春 尋 志

1mK付近及びそれ以下の温度域での物性を研究するために超低温生成技術の開発が

行われている｡ 我々のグループは固体 3Heの核磁性,特に核整列の状態をNMRで調べ

ることを目的に銅の核断熱消磁冷凍機を製作した｡これは0.5¢の銅線約3000本 を束

ねたものと 3He試料の熱交換容器とからなる核断熱消磁段を,8Tの磁場をかけて3He

- 4He希釈冷凍機で約20mK近 くまで予冷 し,超伝導状態になると金属の熱伝導率が

が小さくなることを利用した熱スイッチをOFF状態にしたのち,6時間あるいは9時
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斜方晶 InBrの励起子

間かけてゆっくりと消磁して冷却するというものである｡

このクライオスタットの設計と製作について述べ,クライオスタットの性能評価のた

めに液体 3Heを試料にして,液中にひたしてPt粉末のNMR温度計で,断熱消磁の途

中の温度及び消磁後の温度上昇を測定した実験の結果を報告する｡

ptNMR温度計は,195ptの核スピンの帯磁率が超低温においてもcurie則に従う

(x-与 )ことと縦緩和時間rlがKorringaの関係即 lTe- k(Teは,Ptの電子系の温

痩,kはKorringa定数とよばれる物質固有の定数でPtでは29.8mKsec)に従うこと

を用いて,パルスNMR法で信号の強さMo(∝x)とTlを測って温度を求める｡Moだ

けでは温度はわからないが,Tlの測定から温度がわかるので,自己較正ができるのがこ

の温度計の利点である｡

現在最低到達温度は0.6･mK, 1rhKまで上昇するのに要する時間の最長は8時間で

ある｡ これは所期の目標には達しておらず,装置の改良の方向を3He試料-の熱伝達

と外部からの熱の流入の両面から検討する｡

また実験デーータにはPtのM.とTlの温度依存性に不一致があるo すなわちM.弓 を

正しいとすれば rlTが低温で大きくなる｡このことについても議論する｡

13. 斜方晶 InBrの励起子

吉 田 政 司

InBrは斜方晶層状結晶構造をもち空間群はD127hである｡ 我々は従来同じ結晶構造を
もつ直接ギャップ型 InIについて研究してきたが;比較のためにⅠ｡Brの測定を試み

た ｡

液体He温度で InBrの反射スペクトルを偏光測定した｡スペクトルは著しい異方性

を示し第一励起子遷移はC軸偏光で2.33eVに,α軸偏光ではその3meV低エネルギー

側にあらわれる｡ C軸偏光では励起子のn-1,2のピークがみられ,これから見積った

励起子束縛エネルギーは13meVである｡ InI,T1-ノ､ライドとの比較から第一励起子

遷移はIn:5S- 5P遷移と同定される｡

厚い試料を用いて吸収を測定した結果,2Kで2.132eVから始まる間接吸収端が,C

-309-


